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株主の皆様へ
株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　
平成26年３月期第２四半期（平成25年４月～平成25年９月）におけるわが国経済は、非製
造業を中心に設備投資の持ち直しの動きが見られ、企業収益が大企業を中心に改善するなど、緩
やかな回復傾向が続いてまいりました。
　
このような状況の中、当社グループの業績は、太陽光発電計測関連の販売が堅調に推移したこ
とと、米国子会社DTx社の業績が寄与し、売上高は9,852百万円（前年同期比20.5％増）とな
りました。利益面につきましては、売上高の増加、製品の標準化推進による原価低減の効果もあ
り、前年同期と比べて大幅に改善し、当第2四半期における営業利益は97百万円、経常利益は
114百万円、四半期純利益は56百万円となりました。
　
さて、当社では昨年12月からグループに加わった米国のDTx社と、シナジー効果創出に向け
て活動を進めております。同社は、これまで医療装置向けの組込用パソコンを製造・販売してま
いりましたが、当社グループの技術を取り込むことで、お客様にトータルソリューションの提供
が可能となりました。販売面におきましても、当社グループの総合力を活かし、グローバル展開
を進めてまいります。
　
また、台湾の大手無線LAN専業メーカーと中国市場のネットワーク機器ビジネス拡大に向けて
協業を進めております。中国では、公共施設（ホテル、映画館、学校など）の無線LANに対する
需要が急速に拡大しており、ネットワーク機器の需要が見込まれます。
　
今後も、グローバル競争に打ち勝つために新市場の開拓と製品・サービスの充実を行い、全社
一丸となってさらなる成長を目指してまいります。
　
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成25年12月
代表取締役会長 漆﨑 榮二郎
代表取締役社長 藤木 勝敏
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財務ハイライト（連結）
　

売上高（単位：百万円） 営業利益（単位：百万円）

当期（四半期）純利益（単位：百万円） １株当たり当期（四半期）純利益（単位：円）
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事業の概況

電子機器事業
当事業では、国内の設備投資が持ち直しつつあることを受けて、デバイス製品の中でも産業用
パソコン系機器の販売が増加いたしました。また、昨年12月に子会社化した米国のDTｘ社で
は、医療装置への組込用パソコンの販売が好調に推移しております。ソリューション製品では、
太陽光発電計測関連の販売が引続き堅調に推移いたしました。
この結果、売上高は6,522百万円（前年同期比53.5％増）、セグメント利益（営業利益）は
209百万円となりました。

EMS（Electronic Manufacturing Service）事業
当事業では、株式会社ダイフク向けの物流システム用制御機器の販売が昨年と比べて減少いた
しました。また、円安に伴う海外からの仕入れコストの増大により、利益が減少いたしました。
この結果、売上高3,329百万円（前年同期比15.3％減）、セグメント損失（営業損失）は
104百万円となりました。

事業別 売上高 セグメント利益
（営業利益）

電子機器事業 6,522百万円 209百万円

EMS事業 3,329百万円 △104百万円

連結調整等 ― △7百万円

合計 9,852百万円 97百万円
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トピックス

展示会「TECHNO FRONTIER 2013」で非接触給電システムを紹介

７月17日から19日にかけて東京ビックサイト
で開催された「TECHNO FRONTIER 2013」に
出展いたしました。
本展示会は、メカトロニクス・エレクトロニク
ス技術の発展と普及を支援する、アジアを代表す
る要素技術専門の展示会です。
当社グループの非接触給電システムの仕組みを
来場された方に見ていただくために、製品を会場
に設置して車両を動かすデモを行いました。
この展示により、多くの方から当社製品に興味を
持っていただき、製品をアピールすることができ
ました。 非接触給電システムのデモ展示

米国DTx社と医療市場の開拓推進

展示会の様子

昨年12月から新たにグループに加わった米国
DTx社と医療分野への取り組みを強化しておりま
す。販売面におきましては、これまで同社が進出
できていなかったアジア市場を当社が対応するこ
とで、ビジネスの拡大を図っております。
また技術面では、両社の技術を組み合わせた製
品デモを共同制作し、米国で開催された医療機器
専 門 の 展 示 会 「AACC Clinical Lab Expo
2013」に出展するなど、協業を進めております。
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連結財務諸表
■四半期連結貸借対照表 ■四半期連結損益計算書

（単位：千円） （単位：千円）

科目
当第２四半期
平成25年９月30日現在

前期末
平成25年３月31日現在

資産の部
流動資産 12,053,798 11,351,396
固定資産 5,094,193 4,876,261
有形固定資産 2,519,117 2,502,200
無形固定資産 1,851,086 1,737,550
投資その他の資産 723,989 636,510

資産合計 17,147,992 16,227,657
負債の部
流動負債 9,555,676 9,142,803
固定負債 1,527,975 1,474,955
負債合計 11,083,652 10,617,758
純資産の部
株主資本 5,494,961 5,487,825
資本金 1,119,600 1,119,600
資本剰余金 669,600 669,600
利益剰余金 3,705,831 3,698,695
自己株式 △69 △69

その他の包括利益累計額 450,358 25,623
その他有価証券評価差額金 72,357 7,940
為替換算調整勘定 378,001 17,682
少数株主持分 119,020 96,449
純資産合計 6,064,340 5,609,898
負債純資産合計 17,147,992 16,227,657

科目
当第２四半期
平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで

前第２四半期
平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで

売上高 9,852,131 8,178,880
売上原価 7,532,172 6,445,163
売上総利益 2,319,958 1,733,716
販売費及び一般管理費 2,222,390 1,781,648
営業利益又は営業損失（△） 97,568 △47,932
営業外収益 60,685 36,777
営業外費用 43,324 34,507
経常利益又は経常損失（△） 114,929 △45,661
特別損失 1,423 1,332
税金等調整前四半期
純利益又は純損失（△） 113,505 △46,994

法人税、住民税及び事業税 54,584 52,757
法人税等調整額 △7,692 6,325
少数株主損益調整前四半期
純利益又は純損失（△） 66,613 △106,077

少数株主利益又は損失（△） 9,978 △745
四半期純利益又は純損失（△） 56,634 △105,332

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

科目
当第２四半期
平成25年４月１日から
平成25年９月30日まで

前第２四半期
平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 983,830 153,206
投資活動によるキャッシュ・フロー △89,418 △29,885
財務活動によるキャッシュ・フロー △142,879 △59,942
現金及び現金同等物に係る換算差額 83,009 6,719
現金及び現金同等物の増減額 834,541 70,098
現金及び現金同等物の期首残高 2,166,511 2,983,584
現金及び現金同等物の四半期末残高 3,001,053 3,053,682
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個人・その他
1,081名

金融機関
3名

その他の法人
33名

証券会社
12名

外国法人等
7名

株主数

計1,136名

社 名 株式会社コンテック 発行可能株式総数 10,800,000株
設 立 昭和50年４月１日 発行済株式の総数 3,300,000株
資 本 金 11億1,960万円 株主数 1,136名
従 業 員 数 626名（グループ計）
本 社 〒555-0025

大阪市西淀川区姫里３-９-31
TEL：（06）6472-7130（代）
FAX：（06）6475-1728

事 業 内 容 電子機器事業
EMS事業 所有者別状況

ホームページ http://www.contec.co.jp/

役 員

代表取締役会長 漆 﨑 榮二郎
代表取締役社長 藤 木 勝 敏
取締役専務執行役員 藤 井 貢
取締役常務執行役員 中 尾 宏
取締役執行役員 島 川 勝 英
取締役執行役員 柴 原 正 治
常勤監査役 佐 藤 吉 信
監査役 藤 島 博
監査役 石 﨑 泰 二
監査役 髙 島 志 郎

執行役員 村 上 博 啓
執行役員 清 水 俊 雄
執行役員 塩 山 均
執行役員 布 谷 誠
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株主メモ

事業年度 ４月１日から翌年３月31日まで
定時株主総会 ６月開催
基準日 定時株主総会の議決権 ３月31日

期末配当金 ３月31日
中間配当金 ９月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

上場証券取引所 東京証券取引所 市場第二部
単元株式数 100株
公告方法 電子公告（http://www.contec.co.jp/）

但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが出来ない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

株主名簿管理人／
特別口座の口座管理機関

東京都中央区八重洲１-２-１
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

お問合せ先 〒168-8507 東京都杉並区和泉２-８-４
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）
＜ご注意＞
株式のお手続に関するお問合せは、証券会社に口座をお持ちの方は、
お取引先の証券会社にご連絡下さい。
なお、未払配当金の支払、支払明細の発行、特別口座に関するお問合せ
は、上記お問合せ先へご連絡下さい。

本社：〒555-0025 大阪市西淀川区姫里３-９-31
　 TEL（06）6472-7130（代）
　
http://www.contec.co.jp/
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